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ほ
か
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公

社
、
各
地
域
中
小
企
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
し
て
い
ま
す

　

※
募
集
期
間
中
は
同
公
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.to-ko

        
 
 
       

usya.or.jp

          /  
）
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

　
【
申
込
方
法
】２
月　

日（
火
）ま

１４

で
に
（
必
着
）、
募
集
案
内
に
同
封

の
申
込
用
紙
・
封
筒
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
で
。
窓
口
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
、
①
②
に
つ
い
て
配

布
期
間
中
は
、
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
緯
０
５
７

０
・
０
１
０
８
１
０
へ
。
そ
の
他

の
期
間
と
③
に
つ
い
て
は
、
同
セ

ン
タ
ー
緯　

・
３
４
９
８
・
８
８

０３

９
４
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

ま
た
は
市
都
市
計
画
課
緯
４
７

０
・
７
７
６
２
へ
。

児

童

厚

生

員 

（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）

　
【
勤
務
内
容
】学
童
保
育
所
ま
た

は
児
童
館
に
お
け
る
児
童
の
保
育

　
【
雇
用
期
間
】４
月
１
日
～　

年
２５

３
月　

日
（
更
新
可
）

３１

　
【
勤
務
時
間
】
月
曜
～
土
曜
日

（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
月
１

２
４
時
間
以
内（
変
則
勤
務
あ
り
）

　
【
賃
金
】
時
給
１
５
３
３
円
（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
【
資
格
】
児
童
厚
生
一
・
二
級
指

導
員
、
ま
た
は
保
育
士
・
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
教
諭
の
資
格
を
有
す

る
お
お
む
ね　

歳
以
下
の
方

５０

　
【
募
集
人
数
】
若
干
名

　
【
応
募
書
類
】①
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
②
資
格
証
明
書
の

写
し
③
「
子
育
て
支
援
か
ら
見
た

学
童
保
育
の
役
割
」
に
つ
い
て
の

考
え
や
意
見
を
原
稿
用
紙
で
８
０

０
字
以
内
に
ま
と
め
た
小
論
文

　

申
し
込
み
は
２
月
１
日
（
水
）

～
７
日
（
火
）
の
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時
（
正
午
～
午
後
１
時
と

土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
応

募
書
類
を
直
接
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
不
可
）。
書
類
選
考

後
、
２
月　

日
（
金
）・　

日
（
月
）

１０

１３

に
面
接
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
課
児
童
係
緯
４
７

０
・
７
７
３
５
へ
。

学
童
保
育
所
・
児
童
館
の

臨
時
職
員
（
登
録
制
）

　

登
録
制
を
採
っ
て
い
ま
す
。
登

録
は
、
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
【
勤
務
内
容
】学
童
保
育
所
ま
た

は
児
童
館
に
お
け
る
児
童
の
保
育

補
助

　
【
勤
務
時
間
な
ど
】月
曜
～
土
曜

日
（
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
月

　

時
間
以
内
（
変
則
勤
務
あ
り
）

７５
　
【
賃
金
】
時
給
９
５
０
円
（
交
通

費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　

申
し
込
み
は
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
直
接
子
育
て
支

援
課
（
市
役
所
２
階
）
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
児
童
係
緯
４
７

０
・
７
７
３
５
へ
。

よ
う
に
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
も
の
へ
と
姿
を
変

え
、
私
た
ち
の
生
活
の
柱
と
な
り

ま
す
。
３
月　

日
、
東
日
本
大
震

１１

災
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本

人
や
日
本
は
最
大
の
危
機
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
の
、
大
き
な
壁
に
直

面
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
被
災
地

に
義
援
金
や
物
資
、
復
興
の
た
め

に
今
団
結
し
よ
う
と
皆
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
事
で
税
を
上

げ
る
と
い
う
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。

税
で
つ
な
が
る
。
私
は
税
金
を
日

本
国
民
の
危
機
を
救
う
こ
と
、
誰

か
が
困
難
や
窮
地
に
陥
っ
た
時
、

私
た
ち
全
員
の
税
を
集
め
、
互
い

の
生
活
の
助
け
合
い
と
な
っ
て
い

る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
税
が
な
け

れ
ば
私
た
ち
に
必
要
不
可
欠
な
施

設
や
、
私
た
ち
の
人
生
の
助
け
が

な
く
な
り
、
日
本
は
バ
ラ
バ
ラ
で

す
。
税
を
通
し
て
み
ん
な
で
み
ん

な
を
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
私

た
ち
は
生
き
て
い
る
ん
だ
な
、
と

私
は
思
い
ま
し
た
。
税
は
私
た
ち

を
つ
な
げ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

税
は
時
に
は
大
き
な
問
題
を
も

た
ら
し
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に

負
担
、
重
荷
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
税
は
人
と
人
と

を
つ
な
げ
る
。
助
け
合
い
、
日
本

を
よ
り
よ
く
、
支
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
を
、
改
め
て
考
え
直
し
、

自
分
や
自
分
の
将
来
の
子
供
、
子

供
か
ら
孫
へ
と
、「
負
担
」
か
ら

「
姿
を
変
え
て
助
け
合
い
」
と
い

う
考
え
に
変
え
そ
し
て
考
え
、
税

を
通
し
て
よ
り
よ
い
日
本
を
つ
く

っ
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

《
東
久
留
米
市
長
賞
》

　
税
で
つ
な
が
る

　

南
中
学
校
３
年　

西
方　

瑠
依

　

私
は
税
金
に
つ
い
て
知
ろ
う
と

し
な
か
っ
た
し
、
周
り
の
大
人
た

ち
か
ら
で
る「
税
」と
い
う
言
葉
は
、

あ
ま
り
良
い
意
味
と
し
て
は
耳
に

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
知

る
税
と
い
う
の
は
、
春
に
新
し
く

配
ら
れ
る
教
科
書
の
裏
に
書
い
て

あ
る
、
私
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

書
い
て
あ
る
、
国
民
の
税
に
よ
っ

て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
、

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
と
い
う

文
が
私
が
一
番
税
の
使
い
道
の
知

識
と
し
て
理
解
と
関
心
を
持
っ
た

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
改
め
て
「
税
」
に
つ
い

て
考
え
る
と
い
う
機
会
を
持
ち
、

「
税
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
を
私

も
考
え
て
み
ま
し
た
。
こ
の
用
紙

と
一
緒
に
配
ら
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
、
ゴ
ミ
の
処
理
費
用
、
警

察
・
消
防
費
、
一
人
当
た
り
の
年

間
教
育
費
や
国
民
医
療
費
な
ど
が

上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
使

い
道
す
べ
て
が
私
た
ち
国
民
の
生

活
を
担
っ
て
い
く
た
め
、
個
人
の

安
全
や
、
安
心
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
事
に
使
わ
れ

て
い
る
と
分
か
り
ま
し
た
。
私
た

ち
の
周
り
に
は
、
公
園
が
あ
り
ま

す
。
病
院
が
あ
り
ま
す
。
道
路
が

あ
り
ま
す
。
他
に
も
交
番
や
消
防

署
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
す
べ

て
が
税
金
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

私
は
ほ
ん
と
に
簡
単
に
で
す
が
、

主
な
私
た
ち
の
周
り
の
施
設
な
ど

に
、
国
民
の
生
活
の
た
め
に
「
税
」

は
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
と
改
め
て

知
り
、
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
「
税
」
で
つ
な
が
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。
日

本
国
民
は
全
員
が
税
金
を
納
め
て

い
ま
す
。
そ
の
税
は
何
度
も
言
う

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

主
催
し
、
国
税
庁
が
後
援
す
る　
２３

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
に
、
市
内
７
中
学
校
か
ら

７
７
８
編
の
応
募
が
あ
り
、　

人
１５

が
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

▼
東
久
留
米
市
長
賞
＝
西
方
瑠

依
（
南
中
学
校
３
年
）
▼
東
久
留

米
市
教
育
長
賞
＝
村
木
悠
良
（
下

里
中
学
校
３
年
）
▼
東
京
国
税
局

長
賞
＝
新
井
萌
望
子
（
久
留
米
中

学
校
３
年
）
▼
東
京
納
税
貯
蓄
組

合
総
連
合
会
会
長
賞
＝
中
川
奈
津

子
（
久
留
米
中
学
校
３
年
）
▼
東

村
山
税
務
署
長
賞
＝
湯
沢
芽
生

（
大
門
中
学
校
３
年
）
▼
東
久
留

米
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長

賞
＝
佐
々
木
千
英
（
中
央
中
学
校

３
年
）
▼
東
京
都
立
川
都
税
事
務

所
長
賞
＝ 
石
田
日
向
子
（
東
中
学

校
３
年
）
▼
多
摩
武
蔵
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
会
長
賞
＝
麻
上
紗
恵

（
東
中
学
校
３
年
）
▼
多
摩
武
蔵

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
＝

近
藤
里
菜
（
西
中
学
校
３
年
）、
伊

藤
仁
志
（
西
中
学
校
３
年
）、
山
本

陽
花
（
大
門
中
学
校
３
年
）、
神
藤

志
穂
（
中
央
中
学
校
３
年
）
▼
東

京
税
理
士
会
東
村
山
支
部
長
賞
＝

酒
井
燦
（
久
留
米
中
学
校
３
年
）

▼
社
団
法
人
東
村
山
青
色
申
告
会

会
長
賞
＝
橋
本
拓
季
（
中
央
中
学

校
３
年
）
▼
社
団
法
人
東
村
山
法

人
会
会
長
賞
＝
柳
澤
千
晃
（
下
里

中
学
校
３
年
）

　

※
各
受
賞
作
品
は
、
２
月
６
日

（
月
）
～
８
日
（
水
）
の
期
間
、

市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
に
展
示

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
納
税
課
管
理
係
緯
４

７
０
・
７
７
２
９
へ
。

域
セ
ン
タ
ー
（
①
②
の
み
）、
都
庁
、

都
内
市
区
役
所
・
町
村
役
場
、
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー
、
同
公
社
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
。

　

な
お
、
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階

東
京
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

同
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２

月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
も
配
布
し
て

い
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
前
記
の

　

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
都
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。　

　
【
募
集
の
種
類
】①
ポ
イ
ン
ト
方

式
（
家
族
向
け
の
み
）
②
単
身
者

向
け
・
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者

向
け
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
③
事
業
再

建
者
向
け　
　
　

　
【
申
し
込
み
資
格
の
概
要
】①
は
、

ひ
と
り
親
・
高
齢
者
・
障
が
い
者

な
ど
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。
②
は
、

単
身
者
向
け
が
原
則　

歳
以
上
ま

６０

た
は
障
が
い
者
な
ど
、
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
が　

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
な

６５

ど
。
③
は
、
都
営
住
宅
の
入
居
資

格
の
ほ
か
に
、
事
業
の
再
建
に
伴

い
住
宅
を
失
っ
た
方
で
、
民
事
再

生
法
な
ど
に
よ
る
再
生
計
画
の
認

可
決
定
な
ど
を
受
け
て
い
て
、
都

内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
の
経
営
者
で
あ
る
こ
と
な
ど　

　

※
都
内
居
住
年
数
な
ど
の
条
件

に
つ
い
て
、
詳
細
は
募
集
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
案
内
配
布
場
所
】
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
２
月
１
日
（
水
）

～　

日（
金
）に
、都
市
計
画
課（
市

１０
役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ
ば
り
が

丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、
東
部
地

　
　

年
度
に
な
っ
て
か
ら
、
市
内

２３
で
排
出
さ
れ
る
家
庭
ご
み
の
量
が

前
年
度
よ
り
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
は
、
生
ご
み

の
水
切
り
が
特
に
有
効
で
す
。
可

燃
ご
み
の
中
に
は
水
分
が
非
常
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
紙

類
を
可
燃
ご
み
と
せ
ず
、
分
別
し

て
出
す
こ
と
も
、
ご
み
の
減
量
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

豊
か
な
時
代
と
い
わ
れ
て
い
る

今
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

必
要
性
を
忘
れ
が
ち
で
、
使
い
捨

て
の
生
活
様
式
が
定
着
し
て
い
ま

す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
た
め
、
ご
み
の
発
生

抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）・
再
使
用

（
リ
ユ
ー
ス
）・
再
生
利
用
（
リ
サ

イ
ク
ル
）
と
い
う
３
Ｒ
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
増
加
は
、
市
が
処
理
量

に
応
じ
て
柳
泉
園
組
合
や
東
京
た

ま
広
域
資
源
循
環
組
合
へ
支
払
っ

て
い
る
負
担
金
に
も
影
響
し
て
き

ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
緯
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

２３年度「税についての作文」で入賞した１５人の中学生の皆さん

紙類は可燃ごみにせず、分別して資源化しましょう！
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　市が発注する小規模工事（執行予定額が１３０万
円未満の土木・建築・修繕工事で、内容が軽易
かつ履行確保が容易なもの）について、受注希
望者名簿への登録の受け付けを行います。
　【名簿登載期間】２４年４月１日以降、登載され
た日から４年間
　【概要・申請書類など】２月１日（水）から管
財課契約係（市役所４階）で配布します。また
市ホームページからも取得できます
　【申請の受け付け】申請書に必要事項を記入の
上、確認書類を添付して、土曜・日曜日、祝日
を除く平日（正午〜午後１時を除く）に同係で
随時受け付けます
　詳しくは同係緯４７０・７７１８へ。

小規模工事事業者の登録


